
The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

一
ノ ー　トー 生 薬学雑誌 60（1），28−31 （2006）

ウス バ サ イ シ ン Asiasarum ・sieboldii 　E 　Maekawa の

発芽特性

鈴木 幸子 ，
a

福 田達男，
a

荒金 眞佐子 ea 吉澤政夫，
a

森本陽治，
a

　　　　　　　　　　安田
一

郎 ，

a
伊 田喜光

b

　　東京都健 康安全研 究 セ ン タ
ー

薬用植物 園，
a
昭和大学薬学部

b

Studies　on 　Some 　Characteristics　of 　Seed　Germination　and 　Seed且ing

　　　　　　Emergence 　of ．4s’asarum 　siebo 〃” RMaek 胛 a

YUkiko　Suzuki
，

a
　Tatsuo　Fukuda

，

a
　Masako 　Aragane

，

a
　Masao 　Yoshizawa

，

a

　　　　　Youj　i　Morimoto
，

a
　Ichiro　Yasuda

，

a
　and 　Y6shiteru　ldab

　　　 Medicinalpia〃 Garden，　Tolyo　Metropoノ加 η ノnstitute （〜fPublic∫Hea 〃h

　　　　　　21−1，ハ［ak4 ノ’〃 la−cho ，　Kodaira −shi ，
　Tokyo　187−0033，　Japan　

a

　　　　　　　SchOO ’qヂP加 厂〃iα ceutical 　Sciences，　Showa θ癬 θr∫め〜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b
　　　　　　1−5−8，Hata 〃 odai ，　Shinagawa −ku，　To！γ0142 −8555

，
．Japan

（Received 　May 　13，2005）

　 正norder 　to　 realize 　the　 cu ｝tivation　 of 　Asiasarum 　 sieboldii 　 from　 the　 seed ，　 the　growth

condition　of　the　embryos 　and 　germinatioll　conditions　of 　the　seeds 　were 　studied ．　Although　the

embryDs 　 of 　the　 seeds 　 soon 　 aftcr　harvest　 were 　immature　 and 　 undiffcrentiated ，　they　grew　to

dif琵rentiate 　into　cotyledons 　a皿 d　radictes 　during　storage 　in　 wet 　sand　at　room 　temperature ，　and

germinated　with 　rooting 　l20　days　after　harvest．　 The 　optimum 　temperatures 　for　growth 　of 　the

embryos 　and 　thc　germination　of 　thc　 seeds 　were 　shown 　to　be　15−20℃ ，　whereas 　more 　than　90％

success 　ratc 　was 　Gbtained 　in　about 　60　days　on 　the　germination　test　in　petri　dishes．　On　the　other

hand，　 the　 optimum 　temperature 　fbr　 seedling 　 emergence 　 is　thought 　to　be　 8−10℃ ，
　since　the

germlnated　seeds 　p豆anted 　in　a　sowing 　bcd　sprouted 　in　the　early 　spring 　after 　lower　temperature 　in

winter ．

Keywords ：．4siasarum　sieboldi ’；cultivation ；embryo ；germination；seedling 　emergence

　 ウ ス バ サ イ シ ン Asiasarum　 sieboidii 　F．　 Maekawa は ウ

マ ノ ス ズ クサ 科 の 薬 用 植 物 で ，そ の 根 お よ び 根 茎 は 生

薬
・細 辛 （サ イ シ ン ） の 基 原 と され る，細辛は 鎮咳 ・

去 痰な どの 目的 で 小青竜湯や麻黄附子 細辛湯な ど の 処

方 に 配 剤 され る 漢方 の 要薬 で あ る ，現在 ，市 場 の 細 辛

は 中国や朝鮮半島か らの 輸 入 品 で ，ケイ リン サ イ シ ン

Asiasarum　heterotropoides　var ．　 mandsuricum 　F．　Maekawa

を基原 植物 とす る もの が ほ とん どで ある が，70 年代 ま

で は本 邦に 野 生 す る ウ ス バ サ イ シ ン を採集 ・調製 し た

も の が 市場 に 出 回 っ て い た．

　著 者 らは，基 原 植 物 が 明 らか で 品 質 が
一
定 し た細 辛

を生 産 す る た め に は ウ ス バ サ イ シ ン の 国 内優 良種 を 保

存栽培す る必 要 が あ る と考 え，栽培化 の た め の 基 礎 研

究 を行 っ て き た．1
−3） 植 物 の 栽 培 や 育種 を考 え る に あ た

っ て ，最初に 必 要 とな る の が 種 子 の 貯 蔵 や 発 芽 に 関 す

る 条 件 設 定で あ る ，ケ イ リン サ イ シ ン に つ い て はす で

に陳 らの 報告
4）が あ る が，ウス バ サ イ シ ン につ い て は

詳 細 な検討 が な され て い な い ．
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　今 回，我 々 は ，ウス バ サ イ シ ン の 発 芽特性 を 明 らか

に し，種 子 繁殖 に よ る 栽培条件を検討 し た の で ，そ の

結果 に っ い て 述べ る．

計 した．こ の 間 の 平 均 気温 お よび 平均地温 は 自動気象

観測装 置 で 計測 した．な お，地 温 は 朝 9 時 の 地 下 10　cm

の 値 を 用 い た ．

材料お よび方法 実験結果

材　料

　 ウス バ サイ シ ン は ，東京 都奥多摩産 の 野 生 種 を柬 京

都健 康安全 研究セ ン ター
薬用植物園内の 圃 場 （東京都

小 平市）で 栽培 ・増殖 し た もの を 実験 に 用 い た ．

実験方法

1 ．未熟胚 の 成長

　 1997年 5 月 24 日，圃 場で 栽培 した 5年生株 か ら果

実 を採 取 し た ，果実か ら取 り 出 し た 種子 を 直 ち に湿 砂

と混合 し，ガ ラ ス 製共栓付 き広 口瓶 （径 50MM ，高 さ

100mm ）に 空 気の 層 を 残す よ うに 高 さ 50　mm ま で 詰

め，乾燥 し ない よ うに 栓を し，以 下の 実験を行 っ た．

　 種 子 を 詰 め た広 口 瓶 を 10
°
C ，15℃ ，20

°
C ，25

°
C ，

30℃ に設 定 した 恒 温 器 （東京理化器械 （株），温度精

度 ： ± 1．0
°
C）内 （暗所）お よび 室 内 （15．8 ・35．9℃ ）

に セ ッ ト．15 日
〜30 日毎 に 各 瓶 か ら取 り 出 し た 種 子 7

粒 を それ ぞ れ カ ミ ソ リで切 断．実 体顕微鏡 下 で 摘出 し

た 各胚 の 長 さを光 学顕微鏡 下 マ イ ク ロ メーター
で 測 定

した ．

2 ．シ ャ
ー

レ に よる発根試験

　 1998年 5 月 15〜17 日 に 果 実を 採取 ，22 日 に 果 実 か

ら種子 を 取 り出 し．直 ち に 蒸留水 で 湿 し た ろ紙 2 枚を

敷 い た シ ャ
ーレ （径 12   ）に 各 50 粒 播種 し た，実 験

1 と 同様，IO
”
C，15

°
C，209C，25℃ ，30DC に 設定 し

た 恒 温 器 内 （暗所）に 各 4 個の シ ャ
ーレ を置 き，6D 日

目ま で は 毎 日，60 日 目以降は 3〜5 日間隔で 発根数を

調 査 し，積算発根数 を 計算 し た ，

3 ．圃場 に お ける 出芽調査

　 圃 場 に 短冊型 の 播種床 を作 り，実験 1 と同様，室 温

貯蔵 し て 発 根させ た 種子 を 1996年 ll月 4 日に 1 区 画

（0．5m2 ）当た り 100 粒 を 8 区 画 に 播 種 した．播 種 後，

覆 土 し，稲藁 を薄 くか け ， ダイ オ ネ ッ ト （遮 光率 70％）

を トン ネル 状 に か け た．翌 1997年 2 月 か ら 3 ヶ 月 間，

地表 に 現れ る 出 芽数 を 2 日問 隔 で 調 査 し，10 日毎 に 集

1．未熟胚の 成長

　室 内 に 置い た 種子 の 胚 の 成長過程 を Fig．1 に示 した ．

採 種 後 貯 蔵 7 日 目 の 胚 （A ）は 子 葉 も幼根 も未 分 化 で

あ っ た．子 葉 は 43 日 目で 分化 し 始 め （B），80 日 目 に

は 子 葉 が さ ら に 伸長 し （C），約 120 日 目に は
一

部 が 発

根 状態 に な っ た （D）．

　各 温 度 に お け る 胚 の 成長過 程 を Fig．2 に 示 し た ．

20℃ で は，29 日 目で 0．36± 0．02mm ，50 日 目 に は 1．67

± 0，84mm とな り，14％ が 発 根 を 開 始 し た、25
°
C で は ，

室 内 の 場 合 と同 様，伸長 に 100 目余 り を要 し た．10
°
C

と 30
°
C で は 胚 伸長 は ほ とん ど認 め られなか っ た，な

お，15℃ に お け るデータ は Fig．2 に 記載 され て い な

い が
，

14 日 目で 0，36± 0．03mm で あ っ た 胚長 は ，その

後急速 に伸 長 し，50 日 目に は す で に 88％ が 発 根 し て い

た．

　以 上 の 結 果，胚 伸長 の 適 温 は 15 − 20
°
C で あ り，と

りわ け 15℃ で の 伸長が 著 し く早 い こ とが わか っ た ．

pmded’eサ　Wh　tV“Wh「mdn　d’い’　’　　　
’’e 　 　 　 vw 　th　m　eve “ee ゆOPやサ　“　・・d・−・

騒韈螺蠹芸1灘 1妻讖
描鞘　　購繕縫岳撚鞘　　　　欝繕耄
籌葦 繋鎌 錨 雛欝鍵灘 諱鷲鏘 融 　　　　 ・論覊

欝鸛 嵩 馨馨舞蠶蠶灘 篝ζ雲蠶欝 ζ器饗 驚蠶難雛蠶慧畿難慧

難 雛 灘 織叢1覊鑽灘 購 遜

　 　 　 　 　 　 　 　 　

纈
Fig，　 l　 Embryo 　 growth　 of バ．5勧 o妨 ガ under 芝h¢ rooln

　　　temperature
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　D ；Seed（S）and 　Embryo （E）soon 　after　rooting

　 Scale　bar：0．2mm 洫 A
，
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，
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2 ，シ ャ
ー

レ に よ る発根試験

採種直後 シ ャ
ー

レ に播 い た 種子 の 発 根 状 況 を Fig．3
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に示 し た ．15℃ で は 36 日 目 に発 根 し 始 め，57 目 目に

発 根 率 が 94 ± 1 ％ に 達 した．20
°
C で は 42 日 目に 発 根

し始 め，72 日 目に 93± 2％ の 発 根 率 とな っ た．25
°
C で

は発 根 開始 ま で 99 日 を要 し，200 日 目で も そ の 発 根 率
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3 ．出芽温度

　 地 表 に 現 れ る 出 芽 数 を 2 月 か ら 3 ヶ 月 聞，平 均 気 温

お よ び 平均 地 温 と と も に lo 口間 隔 で集 計 した （Fig．4），

出 芽 は，平 均 気 温 お よ び 地 温 が 8℃ を超 え る 3 月 中 旬

か ら始 ま り，10℃ に 達 す る 3 月 下 旬 に 出芽 率 が 最 も 高

く な っ た．10 ℃ を超 え る と出芽 数 は 徐 々 に 低 下 し，15

℃ に 達 した 4 月 下 旬 に 出 芽 は ほ ぼ停 thした．こ の 結 果

か ら，種 子 は 気 温 お よび 地 温 が 8 ・loec の 頃 に い っ せ

い に 出 芽 す る こ とが わ か っ た．
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は 75± 13％で あっ た．IoSC で は 66 日 目に な っ て わ ず

か に 発 根 が 認 め られ た が
，
30℃ で は 発 根 は 全 く認 め ら

れなか っ た．

　以 上 の こ と か ら，発 根 に 適 し た 温 度 は，胚 伸 長 の 場

合 と 同様 ，15 −20
°
C で あ り，発 根 開 始 ま で に ほ ぼ 1 ヶ

月 を 要 す る こ とが わ か っ た．

Fig．4　Effect　of 　temperature 　on 　seed 】ing　emergence 　of

　 　 　 A ．sieboldii
醗 蠶 … dli・g ・m ・ ・g・nce 　p・・… t・g・ （th・ d・t・ a・e　exp ・e∬ ed

　 　 　 the 　mean ± SD）
一
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一

△
−
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考　察

　植物体が 種子 を飛散 させ る 状態ある い は 果 実 が 十 分

に 成熟 し た 状態 に な っ て も，種子 内部の 胚 が 十 分成熟

しな い 未 熟胚 を持 つ 植 物 が あ る ．5） 薬用 植 物 で あ る セ

リバ オ ウ レ ン で は 種 子 を飛 散 させ る 時 期で も胚 は 未熟

で ，湿 潤 埋 蔵期 間 中に成長 肥 大 を続 け，そ の 後休 眠 に

入 る と報 告 され て い る．6） ま た ，オ タネ ニ ン ジ ン で は

採 種 時 の 胚 は未 熟 で ，湿 潤 埋 蔵 中 に 胚 が 肥 大 成長 して

芽 き り （芽 割 れ ） し，そ の 後 胚 の 成熟 （後熟） が 完了

す る と報 告 され て い る．
7） 本 研 究 の 結 果 ，ウ ス バ サ イ

シ ン もセ リバ オ ウ レ ン や オ タ ネニ ン ジ ン と同 様，採 種

時 の 未 熟 な胚 が 湿 潤 貯 蔵 中 に成 熟 し，発 芽 に至 る こ と

が 明 らか に な っ た．

　今 回 の ウス バ サ イ シ ン は 10℃ で は胚 の 後熟が ほ と
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ん どみ られず，15 − 20℃ で 後 熟 し，そ の 期 間に 約 50

日 を 要 し た．ま た ， 25
”
C で は 100 目 後で も 後熟が 不十

分 で あ っ た，

　胚 の 後熟 に 温 度 が 影 響す る こ と は すで に 報告 され て

い る ．例 え ば エ ゾ ウ コ ギで は 15℃ が 最 適 後熟温 度 と

され，
8）

ケ イ リン サ イ シ ン で は 10，7 − 16．4
°
C で 後熟期

間 が 50H
，
20 −23 ．5℃ で 90 日 と報告され て い る．4） こ

の こ とは ，「司属植物 で あ っ て も種 に よ っ て 後 熟温 度 が

異 な り，そ の 種 が分布す る地 城 の 気 温 に適 応 して い る

こ と を示 唆 し て い る．

　ウス バ サイ シ ン に お い て は発 根 後 ， 根 が 伸長 して も

子 葉 は 展 開せ ず，冬 期 の 低 温 を経 過 し 8 −10
”
C の 頃 に

なっ て 地表 に 出 芽す る．こ の よ うな 発芽特性を有す る

種 子 は 上 胚 軸休 眠 種 子 と呼 ばれ ，同 属 の ケ イ リン サ イ

シ ン と共 通す る．4）

　今 回，ウス バ サ イ シ ン の 発 芽 特 性 が 明 らか に なっ た，

こ の 発芽特性 を生 か し た播種 法 を採れ ば，高 い 発 芽率

が得 られ，種 子 繁殖 に よ る ウス バ サ イ シ ン の 栽培 を 実

現 で きる もの と期待 され る．
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